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小 浜 市 議 会 事 務 局

正
・副
議
長
き
ま
る

五

月

臨

時

市

議

会

統

一
選
挙
後
の
初
議
会
が
五
月
二

十
日
午
前
十
時
招
集
さ
れ
た
。

統

一
選
挙
後
最
初
の
議
会
で
あ
り
、

議
長
が
き
ま
る
ま
で
、
地
方
自
治
法

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
出
席
議
員

中
長
年
長
の
池
田
勘
右
衛
門
議
員
が

臨
時
議
長
を
つ
と
め
、
日
程
に
従
い

直
ち
に
議
長
の
選
挙
に
入
っ
た
。

選
挙
の
結
果
、
森
下
智
議
員
が
議

長
に
当
選
さ
れ
た
。

次
い
で
、
会
期
を

一
日
と
き
め
た

後
副
議
長
の
選
挙
に
入
り
、
小
川
真

市
議
員
が
副
議
長
に
当
選
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
総
務
、
建
設
、
産
業

経
済
、
教
育
民
生
の
各
常
任
委
員
を

選
任
し
、
今
後
の
議
会
活
動
を
進
め

る
た
め
の
構
成
が
整
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
組
織
議
会
に
は
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
て
閉
会
し
た
。

湖
西
線
の
小
浜
線
乗
り
入
れ
、
水

坂
峠
隧
道
の
開
さ
く
等
の
交
通
問
題

に
つ
い
て

湖
西
線
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
む
ず
か
し
い
事
態
で
も

あ
る
の
で
、
議
会
の
都
市
交
通
対
策

委
員
会
と
も
相
協
力
し
、
ま
た
水
坂

峠
の
ト
ン
ネ

ル
開
さ
く
事
業
は
国
道

三
〇
三
号
の
改
良
整
備
で
も
大
き
な

ウ

エ
ー
ト
を
占
め
、
こ
れ
が
本
線
は

取
り
細
ん
で
い
き
た
い
。

原
電
問
題
に
つ
い
て

大
飯
原
電
の

一
号
炉
が
五
十

二
年

度
か
ら
稼
働
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

関
電
と
本
市
と
の
間
で
安
全
協
定
を

結
び
た
い
と
の
話
も
あ
る
の
で
、
県

の
協
力
を
得
て
協
定
を
結
ん
で
い
さ

た
い
。

協
定
の
内
容
に
つ
い
て
は
放
射
能

廃
案
物
の
結
量
規
制
に
基
づ
く
放
射

昭
和
五
十
年
第

一
回
小
浜
市
議
会
定
例

会
が
二
月
六
日
午
前
十
時
に
擢
集
さ
れ
、

会
期
を
十
八
日
ま
で
の
十
三
日
間
と
き

め
、
昭
和
四
十
八
年
度
小
浜
市

一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
等
の
認
定
七
件
、
昭

和
二
十
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予
算
、

条
例
議
案
等
三
十
八
件
が
上
程
さ
れ
、

慎
重
審
査
の
後
、
十
八
日
全
議
案
を
原

案
ど
お
り
承
認
、
可
決
し
た
。

こ
の
う
ち
、　
一
般
会
計
は
三
十
六
億
二

千
二
百
三
十
六
万
三
千
円
で
、
こ
れ
は

昨
年
の
当
初
予
算
二
十
二
億
六
千
三
百

六
十
六
万
円
に
比
し
十
億
五
千
八
百
七

十
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

二
月
定
例
市
議
会
の

一
般
質
問
は
、
　
ら
れ
な
い
現
状
に
あ
り
、
こ
れ
が
た

二
月
十
日
、
十

一
日
、
十
二
日
の
三
　
　
め
不
法
投
美
と
い
っ
た
方
法
を
と
ら

日
間
行
な
わ
れ
た
。
質
問
．
答
弁
の
　
　
れ
る
方
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
新
施

要
旨
は
次
の
と
お
う
。　
　
　
　
　
　
　
設
が
で
き
る
ま
で
市
民
各
位
の
御
協

市
政
の
将
来
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
力
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

数
多
い
文
化
財
に
交
通
を
ミ
ッ
ク
　
　
　
新
し
い
清
掃
工
場
は
五
月
に
事
業

ス
し
た
、
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
本
　
　
計
画
を
立
て
、
国
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を

市
独
自
の
、
個
性
の
あ
る
都
市
を
つ
　
　
受
け
、
見
通
し
が
つ
き
次
第
工
場
着

く
り
た
い
。
新
幹
線
ル
ー
ト
、
駅
の
　
　
ェ
に
か
か
り
た
い
。
本
年
と
来
年
の

位
置
が
確
定
し
た
時
点
で
、
専
門
家
、
　

ニ
カ
年
継
続
事
業
で
建
設
を
予
定
し

県
に
依
頼
し
、
議
会
、
各
膚
の
方
々
　
　
て
い
る
も
の
で
、
完
成
さ
れ
た
そ
の

と
も
交
通
問
題
を
中
心
に
都
市
計
画
　
　
も
の
に
つ
い
て
は
稼
働
中
に
書
情
の

を
進
め
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
出
な
い
施
設
と
し
、
運
営
、
管
理
に

農
政
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
も
遺
憾
の
な
い
よ
う
に
し
て

十
五
議
案
を
可
決

六
月
定
例
市
議
会
は
十
二
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
二
十

一
日

ま
で
の
十
日
間
と
き
め
議
案
審
査
に
入
っ
た
。

当
定
例
会
に
は
認
定
二
件
、
補
正
予
算
は
か
十
二
議
案
が
提
出

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
集
ど
お
り
承
認
、
可
決
し
た
。
ま
た
昭
和
工

十
年
産
米
価
等
に
関
す
る
意
見
書
案
を
可
決
、
政
府
関
係
機
関
に

提
出
し
て
二
十

一
日
閉
会
し
た
。

一
般
質
問
、
答
弁
の
要
旨
は
次
の
　
　
本
市
に
と
っ
て
も
重
要
な
降
線
で
あ

と
お
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
で
大
津
市
と
も
連
携
し
な
が
ら

二
十

一
年
に
全
市
の
土
地
改
良
が

終
了
す
る
の
で
、
そ
の
後
集
落
単
府
一

で
協
業
組
織
を
育
成
、
高
性
能
機
械

の
導
入
を
進
め
、
施
設
園
芸
、
者
産

振
興
を
は
か
り
、
ま
た
流
通
機
構
は

有
利
な
も
の
を
選
び
た
い
。

上
根
来
に
言
産
団
地
を
形
成
、
二

百
五
十
頭
（
肥
育
百
二
十
、
繁
殖
百
）
、

一
億

一
千
万
円

程

度

の
事

業

費
で

明
年
度
予
算
化
に
努
力
し
て
い
き
た

い
。伝

統
産
業
の
育
成
に
つ
い
て

伝
統
産
業
振
興
の
法
律
が
で
き
た

が
法
人
組
織

で
な
け
れ
ば
認
定
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
、　
一
県

一
業
種
の

限
定
が
あ
る
の
で
、
短
期
間
に
す
べ

て
の
伝
統
産
業
の
助
成
を
得
る
こ
と

は
で
き
な

い
が
、
今
後
と
も
認
定
を

受
け
る
指
導
、
後
継
者
づ
く
り
等

の

研
修
を
進
め
て
い
き
た
い
。

清
掃
工
場

に
つ
い
て

現
施
設
の
処
理
能
力
と
の
関
係
か

ら
全
市
民
の
要
望
に
す
べ
て
こ
た
え

い
き
た
い
。

森
林
公
園
に
つ
い
て

多
田
岳
の
自
然
を
利
用
し
た
森
林

公
園
の
計
画
は
あ

っ
た
が
、
あ
の
大

自
然
に
物
価
高
の
今
日
、
少
額
の
事

業
費
を
投
じ
て
、
は
た
し
て
観
光
価

値
の
あ
る
施
設
が
で
き
る
か
ど
う
か

疑
わ
し
い
点
も
あ
り
、
今
後
煮
詰
め

て
い
き
た

い
。

学
生
の
仮
性
近
視
、
眼
病
対
策

に

つ
い
て
最
近
は
屋
外
で
遊
ぶ
機
会
が
少
な

く
、
部
屋
で
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
が

長
く
な

っ
て
い
る
こ
と
も
原
因
の
ひ

と

つ
に
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
プ
ー
ル
と
の
関
係
に

つ
い

て
も
、
プ
ー

ル
を
滅
菌
し
て
も
利
用

者
が
多

い
と
汚
染
度
も
強
く
な
る
の

で
、
こ
れ
ら
検
査
、
滅
菌
消
毒
を
適

宜
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
検
診

に
つ
い
て
も
遺
憾
な
き
よ
う
、
児
童

生
徒
の
眼
病
対
策
に
は
万
全
を
期
し

て
い
き
た
い
。

残
暑
き
び
し
い
こ
の
ご
ろ
で
す
。

市
民
の
皆

々
様
に
は
、
常
日
ご
ろ

市
議
会
に
対
し
絶
大
な
る
御
援
助
を

賜
わ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
ど
も
両
名
は
、
去
る
五

月

二
十
日
の
議
会
に
お
い
て
議
長
、

副
議
長
に
当
選
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
各
位
の
あ
た

た
か
い
御
厚
志
の
た
ま
も
の
と
、
感

謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
こ
の
紙
上
を
お

か
う
し
て
、

つ
つ
し
ん
で
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
市
民
の
皆
様
も
御
承

知
の
と
お
り
、
日
本
各
地
が
飛
躍
的

に
発
展
し
て
い
る
中
で
、
県
の
西
端

に
位
置
す
る
当
市
は
、

い
ま
だ
全
国

的
水
準
に
比
べ
、
開
発
、
発
展
が
お

く
れ
て
い
る
現
状
で
す
。
財
政
力
や

交
通
機
関
は
十
分
で
な
く
、
多
大
の

困
難
に
直
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

現
状
を
克
服
す
べ
く
、
私
ど
も
議
会

は
、
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
理
事
者

に
市
民
の
皆
様
の
御
意
見
を
反
映
さ

せ
つ
つ
、
相
協
力
し
、
精
励
し
て
お

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
に
市
の
重
点
施
第
と

活
動
状
況
を
申
し
述
べ
て
み
た
い
と

歩
調
を
可
能
に
す
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

他
方
、
よ
り
市
民
生
活
に
身
近

か
な
社
会
福
祉
、
教
育
面
で
は
市

民
体
育
館
、
中
央
公
民
館
な
ど
市

民
の
い
こ
い
の
場
の
設
置
、
清
掃

工
場
等
環
境
面
の
整
備
、
雲
浜
小
、

今
官
小
、
根
来
小
の
増
改
築
等
教

育
施
設
の
充
実
を
進
め
、
よ
う
充

実
し
た
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
お

う
ま
す
。

市
民
に
密
着
し
た
施
政

小

浜

市

議

会

議

長
　

森

　

下

小
浜
市
議
会
副
議
長
　

小

　

川

　

真

市  智

ま
ず
土
地
改
良
、
農
業
改
善
、
造

林
、
小
浜
漁
港
修
築
、
観
光
施
設
整

備
等
産
業
面
の
開
発
を
基
盤
に
、
北

陸
新
幹
線
小
浜
停
車
実
現
、
小
浜
線

援
線
電
化
、
国
道
三
〇
三
号
水
坂
峠

藤
道
早
期
建
設
、
小
浜
―
京
都
間
高

速
自
動
車
道
路
等
の
交
通
網
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
に
よ
う
財

政
上
、
地
域
関
係
上
、
他
市
と
同

一

ま
た
、
こ
れ
ら
の
遂
行
に
際
し

て
、
市
民
の
皆
様
方
の
よ
き
御
教

示
、
御
意
見
を
賜
わ
り
な
が
ら
市

民
全
員
の
力
で
、
住
み
よ
い
小
浜

市
を
つ
く
り
上
げ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
御
協
力
の
は
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
市
民
の
皆
様
の
御
健

勝
を
祈
念
い
た
し
て
ご
あ
い
さ
つ

に
か
た
さ
し
て
い
た
て
き
ま
す
。

匡  瀧

森 下 議 長小川喜1議長



市 議 会 だ よ り
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市
民

の
負
託
に

原

子

力

発

電

所

昭
和
五
十
一
年
か
ら
二
十
二
年
に

か
け
て
、
関
西
電
力
、
大
飯
原
子
力

発
電
所
一
号
炉
、
二
号
炉
が
、
半
年

の
試
運
転
を
経
て
、
相
次
い
で
本
格

的
な
営
業
運
転
に
入
る
旨
を
伝
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
原
子
炉
か
ら
、
海
域
的

に
最
も
近
い
本
市
と
し
て
も
、
こ
の

一
号
炉
、
二
号
炉
が
稼
働
を
始
め
る

に
際
し
て
住
民
の
安
全
面
に
万
全
を

期
し
て
い
く
と
い
う
理
事
者
の
基
本

姿
勢
に
対
し
、
議
会
で
は
、
こ
の
六

月
に
六
名
で
構
成
す
る
発
電
所
安
全

対
策
調
査
研
究
委
員
会
が
発
足
を
し

た
。こ

の
委
員
会
は
原
子
力
発
電
所
の

安
全
性
、
温
排
水
が
市
民
の
生
活
及

び
漁
介
類
に
及
ぼ
す
影
響
、
寄
形
魚

類
の
種
類
と
温
排
水
と
の
関
係
並
び

に
空
気
中
に
存
在
す
る
自
然
放
射
能

の
測
定
と
人
体
許
容
量
の
問
題
な
ど
、

原
発
は
も
ち
ろ
ん
、
火
力
、
水
力
発

電
施
設
を
合
め
た
安
全
性
の
調
査
研

究
を
進
め
て
い
る
。

も
と
よ
り
専
門
的
に
わ
た
る
事
柄

が
多
く
、
専
門
家
で
な
い
議
会
人
に

よ
る
調
査
研
究
に
は
お
の
ず
か
ら
限

界
も
あ
る
こ
と
と
認
め
な
が
ら
も
、

議
会
が
住
民
の
代
表
と
し
て
果
た
す

べ
き
、
当
面
す
る
主
要
な
役
割
う
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
努
力
し
て
い
る
。

大
阪
に
至
る
延
長
六
百
九
十
キ

ヨ

（運
転
間
近
い
大
飯
原
電
）

―
ト
ル
、
最
高
設
計
速
度
毎
時
二
百

六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費

（車

両
費
を
合
む
）
は

一
兆

一
千
七
百
億

円
と
な
っ
て
お
り
、
小
浜
市
以
西

（

京
都
府
、
大
阪
府
を
合
む
）
約
百
十

キ
，
メ
ー
ト
ル
は
日
本
鉄
道
建
設
公

団
大
阪
支
社
が
業
務
を
担
当
す
る
公

算
が
大
で
あ
る
。

鉄
建
公
団
に
お
い
て
ル
ー
ト
選
定

の
た
め
と
見
ら
れ
る
弾
性
波
地
質
調

査
が
進
め
ら
れ
本
年
も
引
き
続
き
調

査
が
行
な
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
運
輸
省
で
は
、
今
後
の
新

幹
線
建
設
を
進
め
る
た
め
の
ネ
ッ
ク

と
な
っ
て
い
る
用
地
買
収
を
通
通
予

定
地
の
地
元
に
委
託
す
る
方
針
の
よ

う
で
、
北
陸
新
幹
線
な
ど
か
ら
実
行

に
移
す
と
さ
れ
て
い
る
“

（若
狭
路
に
ひ
か
う
を
）

山 森 畠 浜 今 辻 藤

窒下景
野曇長暑

誠 智 吾 是 夫 夫 志

吉 修 久 正 政

次 二 雄 進 直 治

畠 石 浜 池 今 辻 藤 岸

塁橿野曇塁実
田正

吾 二 是 雄 夫 夫 務 康

応
え
る
議
会

田

鳥

隧

道

田
鳥
隧
道
の
改
良
整
備
に
つ
い
て

は
、
車
両
の
大
型
化
、
通
行
量
の
増

加
等
々
に
よ
う
隧
道
内
で
の
す
れ
違

い
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
。
ま
た
老

朽
化
に
よ
る
落
盤
が
予
想
さ
れ
る
な

ど
か
ら
、
い
ま
ま
で
に
機
会
あ
る
ご

と
に
小
浜

。
上
中
総
合
振
興
協
議
会

を
中
心
に
改
良
整
備
方
の
要
請
を
行

な
っ
て
き
た
。

こ
の
間
、
落
盤
予
想
個
所
に

コ
ン

ク
リ
ー
ト
吹
付
工
事
が
な
さ
れ
て
は

き
た
も
の
の
初
期
の
目
的
を
達
し
た

と
は
い
え
ず
、
田
鳥
、
上
中
町
関
係

地
区
住
民
の
生
活
道
と
な

っ
て
い
る

点
か
ら
全
面
的
な
改
修
が
強
く
要
望

さ
れ
、
今
日
ま
で
県
当
局
に
、
こ
れ

が
改
良
整
備
の
請
願
、
陳
情
を
続
け

て
き
た
。

県
に
お
い
て
も
五
十
年
度
で
百
七

十
万
円
の
調
査
費
を
計
上
し
、
五
十

一
年
度

で
も
さ
ら
に
国
庫
補
助
で
調

査
を
要
求
し
、
こ
れ
が
終
わ
り
次
第

二
十
二
年
度
よ
り
道
路
新
設
改
良
事

業
と
し
て
中
央
関
係
機
関
に
要
請
し

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

小
　
　
鶴
　
　
線

小
鶴
線

（小
浜

―

京
都
府
日
吉

町
＝
山
陰
線
殿
田
を
結
パ
）
の
建
設

問
題
に
つ
い
て
は
、
関
係
沿
線
市
町

村
の
産
業
振
興
、
観
光
資
源
の
開
発

等
を
は
か
る
路
線
と
し
て
、
ま
た
生

活
路
線
と
し
て
数
多
く
の
関
係
地
域

住
民
か
ら

，当
路
線
の
一
日
も
早
い

建
設
を
，
の
願
望
が
表
面
化
し
て
以

来
今
日
ま
で
半
世
紀
の
年
月
が
費
さ

れ
た
。

こ
の
間
、
名
田
庄
村
、
京
都
府
日

吉
町
、
美
山
町
当
局
及
び
議
会
、
有

志
諸
団
体
が

一
九
と
な
っ
て
、
こ
れ

が

一
日
も
早
い
着
工
を
関
係
機
関
に

強
く
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
工
事
線
と
な
り
若
子
の
調

査
費
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
エ

事
着
工
に
至
ら
ず
、
関
係
地
域
住
民

の
意
に
十
分
こ
た
え
て
い
な
い
と
い

う
の
が
現
実
の
姿
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
議
会
に
お
い

て
は
こ
の
ほ
ど
構
成
さ
れ
た
都
市
交

通
対
策
委
員
会
を
中
心
に
、
よ
り
強

力
に
早
期
着
工
を
訴
え
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
る
。

国
道
二
〇
三
号
線

国
道
三
〇
三
号
線
の
改
良
に
つ
い

て
小
浜
、
上
中
総
合
振
興
協
議
会
を

中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
水

坂
峠
の
開
さ
く
事
業
が
四
十
六
年
六

月
に
第
七
次
道
路
整
備
五
カ
年
計
画

の
事
業
に
採
択
さ
れ
、
改
良
計
画
ル

ー
ト

（福
井
、
滋
賀
県
境
手
前
三
百

六
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
滋
賀
県
今
津
町

ま
で
の
二
千
七
百
八
十
五
メ
ー
ト
ル
）

間
の
丈
量
、
地
質
調
査
が
す
で
に
完

了
し
て
い
る
。

改
良
計
画
に
よ
る
と
、
全
体
事
業

費
二
十
四
億
二
千
万
円

（四
十
八
年

度
三
千
万
円
、
四
十
九
年
度
五
千
七

百
十
万
円
、
二
十
年
度
七
千
万
円
）

で
五
十
四
年
度
完
成
を
目
標
に
、
道

路
部
十
メ
ー
ト
ル
（内
歩
道
ニ
メ
ー

ト
ル
）
ト
ン
ネ
ル
部
八
・
五
メ
ー
ト

ル
（内
歩
道

一
・
五
メ
ー
ト
ル
）
の
幅

員
を
も
っ
て
改
良
す
る
も
の
で
あ
る
。

総
延
長
五
千
七
百
八
十
五
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
ト
ン
ネ
ル
（寒
風
ト
ン
ネ

ル
二
百
三
十
メ
ー
ト
ル
、
杉
山
ト
ン

ネ
ル
八
百
四
十
メ
ー
ト
ル
）
の
部
分

が

一
千
七
十
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
道

路
部
に
つ
い
て
も
、　
一
部
分
現
在
の

国
道
三
〇
三
号
線
を
利
用
し
て
、
今

津
ま
で
全
線
を
二
車
線
に
改
良
さ
れ

る
も
の
で
、
既
設
の
三
〇
二
号
線
よ

う
も
幅
員
が
広
く
な
り
、
ま
た
冬
期

間
の
積
雪
に
も
対
処
で
き
、
か
つ
ル

ー
ト
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

小
浜
―
今
津
間
を
三
十
分
程
度
で
連

絡
で
き
る
と
し
て
い
る
。

今
津
か
ら
湖
西
線
を
利
用
す
れ
ば

小
浜
―
京
阪
神
間
が
大
幅
に
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
さ
れ
、
産
業
、
経
済
、
観

光
面
で
得
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、　
一

日
も
早
い
改
良
が
望
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

北

陸

新

幹

線

昭
和
二
十
四
年
春
開
通
を
目
ざ
し

て
い
た
北
陸
新
幹
線
な
ど
整
備
五
路

線
は
本
年
度
も
国
の
予
算
化
が
見
送

ら
れ

（調
査
費
と
し
て
北
海
道
新
幹

線
と
合
わ
せ
て
五
十
億
円
が
前
年
よ

り
繰
う
越
し
）
、
そ
の
工
事
者
工
は

大
幅
に
お
く
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
。

こ
れ
が
原
因
と
し
て

一
、
総
需
要
抑
制
策
堅
持
の
国
の

方
針
か
ら
の
公
共
投
資
抑
制

二
、
国
鉄
再
建
整
備
に
よ
る
全
計

画
の
再
検
討

三
、
環
境
、
公
害
問
題
か
ら
の
制

約
四
、
既
設
降
線
の
保
安
対
策
に
力

を
注
ぐ

等
に
よ
り
事
業
量
を
大
幅
に
圧
縮
し

建
設
ペ
ー
ス
を
ス
コ
ー
ダ
ウ
ン
す
る

必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

北
陸
新
幹
線
は
東
京
―
大
阪
を
結

ぶ
北
回
り
新
幹
線
で
、
東
京
―
高
崎

間
は
上
越
新
幹
線
を
共
用
し
、
長
野

市
、
富
山
市
付
近
、
小
浜
市
を
経
由
、

ま
た
、
中
央
公
害
対
策
審
議
会
が

新
幹
線
騒
音
に
か
か
る
環
境
基
準
案

を
容
申
し
た
。

環
境
庁
は
、
答
申
案
に
基
づ
き
環

境
基
準
を
住
居
地
域
で
七
十
ホ
ン
、

商
工
業
地
域
で
七
十
五
ホ
ン
以
下
と

し
て
お
り
、
現
在
八
十
ホ
ン
以
上
の

既
設
路
線
に
つ
い
て
は
三
年
以
内
に
、

ま
た
新
設
路
線
に
つ
い
て
は
開
業
時

よ
う
、
こ
の
達
成
を
目
標
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
国
鉄
は
今
日

の
赤
字
と
と
も
に
吉
慮
し
て
い
る
実

情
で
あ
る
。

環
境
基
準
の
七
十
ホ
ン
は
、
現
在
、

国
鉄
の
技
術
で
は
解
決
で
き
な
い
と

し
て
お
り
、
緩
衝
地
帯
、
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
の
設
計
に
よ
る
解
決
策
よ
り

見
出
し
得
な
い
。

こ
の
た
め
用
地
買
収
費
用
が
大
幅

に
増
加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

か
か
る
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
る

北
陸
新
幹
線
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

は
、
沿
線
関
係
各
県
知
事
及
び
議
会

が
相
協
力
し
、
政
府
に
対
し
強
力
な

陳
情
活
動
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
月
、
六
月
定
例

市
議
会
に
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
陳
情
は
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

採
　
択

陳
情
第

一
号
　
快
速
、
急
行
列
車

の
東
小
浜
駅
停
車
実
現
に
つ
い
て

（遠
敦
地
区
区
長
会
長
　
矢
野
　
敷

外
十
六
名
）

陳
情
第
二
号
　
市
道
新
滝
、
奥
田

縄
線
舗
装
早
期
実
現
に
つ
い
て

（奥

田
縄
区
長
　
尾
上
正
剛
　
区
民
一
同
）

陳
情
第
二
号
　
林
道
奥
田
縄
線
市

道
編
入
と
舗
装
延
長
に
つ
い
て

（奥

口
縄
区
長
　
尾
上
正
剛
　
区
民

一
同
）

陳
情
第
四
号
　
中
名
田
小
学
校
水

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
き
ま
る

改
修
に
つ
い
て

（上
竹
原
区
長
　
服

部
節
男
外
三
十
三
名
）

陳
情
第
十
号
　
市
道
府
中
線
の
先

全
舗
装
並
び
に
側
溝
新
設
の
早
期
実

現
に
つ
い
て
、
関
区
内
の
幹
線
排
水

路
新
設
早
期
実
現
に
つ
い
て

（小
浜

市
関
区
長
　
岩
崎
保
夫
外
三
名
）

陳
情
第
十

一
号
　
南
川
町
内
下
水

路
の
整
備
に
つ
い
て

（小
浜
市
南
川

町
区
長
　
知
見
新
右
衛
円
外
十

一
名
）

陳
情
第
十
二
号
　
市
道
宗
助
線
宗

助
橋
の
改
良
に
つ
い
て

（和
多
四
区

長
　
木
崎
政
則
外
七
名
）

陳
情
第
十
三
号
　
今
官
公
民
館
改

築
に
つ
い
て

（府
中
区
長
　
滝
　
操

外
八
名
、
今
富
地
区
区
長
）

陳
情
第
十
四
号
　
国
富
小
学
校
体

育
館
改
築
並
び
に
水
泳
プ
ー
ル
建
設

に
つ
い
て

（国
富
小
学
校
改
築
期
成

同
盟
会
会
長
　
藤
口
清
志
外
十
四
名
）

常

任

委

員

任
期
満
了
に
伴
う
常
任
委
員
会
委

員
及
び
議
会
選
出
の
一
部
事
務
組
合

議
会
議
員
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

委

員

長

　

　

・

副
委
員
長

委
　
　
員

建
設
常
任
委
員
会

委

員

長

　

深

谷

嘉

勝

副
委
員
長
　
　
　
岸
　
　
正
　
康

委

　

員

　

小

川

真

市

池
田
勘
右
衛
門

松

井

正

一

木

橋

正

昭

産
業
経
済
常
任
委
員
会

委

員

長

　

　

杉

山

　

岳

副
委
員
長
　
　
　
藤
　
田
　
　
務

委

　

員

　

　

伊
勢
謙
次
郎

小
川
多
嘉
士

三

日

正

三

松

崎

幸

雄

小

谷

清

章

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委

員

長

　

　

岡

本

副
委
員
長
　
　
　
横

山

委
　
　
員

　
　
池

尾

寺

本

石

橋

中

沢

公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

議

　

長

　

中

沢

吉

次

議

　

員

　

　

伊

勢

謙

次

郎

松

崎

幸

雄

木

橋

正

昭

山

鼻

至

誠

若
狭
消
防
組
合
議
会

議

　

長

　

小

谷

清

章

議

　

員

　

横

山

政

直

杉
　
山

　

岳

藤

田

清

志

池
田
勘
右
術
門

小
川
多
嘉
士

深

谷

嘉

勝

三

国

正

三

岡

本

　

治

昨
年
ま
で
は
年

一
回
の
議
会

だ
よ
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

市
民
と
議
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
は
か
っ
て
い
く
た

め
に
本
年
か
ら
年
二
回
発
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
回

は
九
月
、
十
二
月
定
例
会
を
中

心
と
し
た
編
集
を
企
て
て
お
り

ま
す
。

十

四
件

を
採

択

泳
プ
ー
ル
建
設
に
つ
い
て

（中
名
田

地
区
区
長
会
長
　
村
上

一
司
外
六
名
）

陳
情
第
二
号
　
中
名
田
小
学
校
体

育
館
の
改
築
に
つ
い
て

（中
名
口
地

区
区
長
会
長
　
村
上

一
司
外
六
名
）

陳
情
第
六
号
　
松
永
小
学
校
水
泳

プ
ー
ル
建
設
に
つ
い
て

（松
永
地
区

区
長
会
長
　
青
山
英
二
郎
外
二
十

一

名
）陳
情
第
七
号
　
市
道
谷
日
・
村
中

線
の
拡
幅
に
つ
い
て

（深
谷
区
長

村
上

一
司
外
二
十
八
名
）

陳
情
第
八
号
　
小
浜
市
消
防
団
第

一
分
団
消
防
車
庫
の
建
築
に
つ
い
て

（小
浜
市
区
長
会
長
　
浅
見
静

一
外

四
名
）
陳
情
第
九
号
　
上
竹
原
排
水
溝
の


